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　1.目 的:安 心で きる居場所や対人関係の経験の場を
　　提供 し、社会参加 を促す こと
　2.対 象:明 らかな統合失調症 を除 くひきこもりの状
　　態にある15か ら概ね30歳 まで
　3.日 時:毎 月第2、 第4水 曜日　午後1時 から3時
　　まで



























を出して笑うなど変化 し、「楽 しい」「嬉 しい」 などの表
現が出されるようになった。
　年 々1人 当た りの参加率 も上昇 している。 また、活動







との圧迫感 を取 り除 くことがで きる。1人 での作業 も可





な感情表現 を助 ける。参加者がお互い に感 じたことを
言葉にし、協力 して作業する場面 を通 してコミュニケー
ションが促 される。








自信を回復 していく過程が彼 らの成長を促 し、社会性や
主体性 を育てることに結びついたと考えられる。
　社会的ひきこもりの当事者は、一般に対人緊張や不安
が強 く自己評価が低い。彼 らは、何 らかの失敗経験か ら
人 と接触することに自信をな くし、対人場面に不安 を覚
え、不安場面を回避するために人前に出ることを避ける
ようになる。そして、人前に出ることを避けているため
に対人接触 と不安との結びつきが解消 されることな く維
持 され続け、自己評価 も低下 したままと捉 えることがで
きる。また、長期のひきこもりの結果、社会性の発達が
停滞 していることが多 く、社会的スキルを身に付ける必











らモデ リングと肯定的なフィー ドバックを豊富に経験 し
たと考えられる。更に、植物に囲まれたリラックス した
状況が情動的喚起に効果があると考えられた。
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